
本基本構想は令和４年度か

ら令和12年度までを計

画期間として、令和３年３

月に策定しております。後

期基本計画も基本構想を踏

まえて、策定しました。
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＊	長崎市よかまちづくり基本条例
まちづくりの基本的な考え方やルール、まちづくりの
さまざまな担い手の分担などを定めた条例。
＊	ＳＮＳ（Social Networking Service）

登録された利用者同士が交流できるインターネット
上の会員制サービス。

＊	Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0
狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、
工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）
に続く、新たな社会を指すもので、第５期科学技術
基本計画において我が国がめざすべき未来社会の姿
として初めて提唱された。サイバー空間（仮想空間）
とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させた
システムにより、経済発展と社会的課題の解決を両
立する、人間中心の社会（Society）。ＡＩ（人工知能）
やロボットなどの技術で、世界の様々な課題の解決
をめざす。

＊	�ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）
（エスディージーズ）
持続可能な開発目標。2015年9月に国連サミットで採
択された、2030年までに持続可能でよりよい世界をめ
ざす国際目標。17のゴール・169のターゲットから構成
され、地球上の「誰一人取り残さない（leave no one 
behind）」ことを誓っている。

基本構想策定の趣旨１
長崎市では、平成23年度から令和3年度までを計画期間とする第四次総合計画において、めざす将来の都市
像を「個性輝く世界都市」「希望あふれる人間都市」と掲げ、「魅力あふれるまち」「市民が暮らしやすいまち」
の実現に向けて取り組んできました。
また、「つながりと創造で新しい長崎へ」をまちづくりの基本姿勢とする中で、「長崎市よかまちづくり基本
条例＊」を制定し、市民、企業、大学など様々な主体（以下「市民等」という。）が当事者意識を持ち、お互い
のつながりを深めてまちづくりに参画、協働することによる、長崎らしいまちづくりを進めてきました。
これまでの取組みを通して、社会がどのように変化しても対応することができる基盤が、ハード・ソフト両
面において形になり始めています。
これからは、その基盤をより良い形で活かし、より質の高い、豊かな暮らしを実現していくことに取り組ん
でいかなければなりません。
一方、この10年間における社会の変化に目を向けると、情報通信技術の急速な発展により、インターネッ
トに常時接続できる環境やＳＮＳ＊によるリアルタイムの情報拡散が当たり前になるなど、世界は私たちの予
想を超える速度で変化してきました。
そして今、新型コロナウイルス感染症の流行が、世界中の人々の生活や行動、価値観を大きく変容させつつ
あり、社会経済情勢に多大なる影響を及ぼしています。
その収束時期も未だ不透明である中で、ポストコロナ社会に対する確実な見通しを持つことは困難な状況で
すが、一定の想定のもとで進むべき大きな方向性を捉え、変化に対応しながら前に進んでいかなければなりま
せん。
また、国内においては、2040年頃に65歳以上人口がピークを迎えるとともに、生産年齢人口も毎年100万
人程度の減少が生じる見込みであり、1人の高齢者を1.5人の現役世代で支えるという世代間のバランス崩壊
をはじめとして、雇用や教育、産業振興などの分野で、様々な問題が重層的に発生することが予測されています。
そのようななか、長崎市においては、65歳以上人口が全国よりも約15年早い2025年にピークを迎える予
測となっているほか、若い世代の社会減が継続し、少子化も進行しており、これらの問題を喫緊の課題と捉え
て対策に取り組んでいくとともに、急激な人口減少に歯止めをかけるための対策を、これまで以上に強化して
いかなければなりません。
そこで、この基本構想は、令和4年（2022年）度から令和12年（2030年）度までを計画期間とし、人口
動態や産業構造の変化など、これから予想される様々な社会経済の変動を勘案することはもとより、市民一人
ひとりの幸福を実現するため、Society5.0＊の実現やＳＤＧｓ＊の達成に向けた視点を導入するなど新しい時
代の流れを捉えたうえで、市民等が共有する「めざす都市像」と「めざす2030年の姿」を掲げるとともに、
その実現に向けた基本的な姿勢や道筋を示すものとして策定するものです。
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めざす都市像とまちづくりの基本姿勢2

●めざす都市像
第四次総合計画に掲げた「個性輝く世界都市」「希望あふれる人間都市」という都市像は、私たちに進むべ
き方向を示してくれる北極星のようなものです。
「世界都市」とは、平和、交流、産業などを通して長崎ならではの価値を世界に向けて発信するとともに、
長崎市にしかできない役割を果たし、世界に貢献することで、「世界のナガサキ」としてキラリと光る存在感
のある都市の姿を表しています。
そして「人間都市」とは、人間性が尊重され、お互いの個性を認め合い、他者を思いやり支え合いながら、
子どもから高齢者までライフステージに応じてだれもが豊かでいきいきと、幸福に暮らせる都市の姿を表して
います。
これまでの10年間、私たちがめざしてきた「世界都市」「人間都市」は、市民ニーズや社会の変化に応じ、
より良い状態を求めて進化し続ける都市の姿であり、私たちが理想を持って進み続けるための目印であって、
それをめざす道のりは常に道半ばにあります。
また、折しも、新型コロナウイルスの流行をきっかけに、世界の人々の価値観が改めて見直されています。
「幸福に生きるために大事なことは何か」という問いから導かれる、より本質的な価値が求められ、都市の
評価においては、人口の多さや経済力の高さといった数字で比較できる価値もさることながら、暮らしやすさ
や歴史・文化の深さなど、その都市ならではの価値にも注目が集まりつつあります。
このような背景のもと「世界都市」「人間都市」という都市像は、10年前と比較しても、更に輝きを増して
いると考えられることから、第五次総合計画においても、「個性輝く世界都市」「希望あふれる人間都市」をめ
ざす都市像として掲げることとします。

●まちづくりの基本姿勢
第四次総合計画に掲げた「つながりと創造で新しい長
崎へ」というまちづくりの基本姿勢は、市民等がお互い
につながることで、まち全体がネットワーク化し、文化
や産業等の長崎市が持つ様々な価値を高めながら、世界
にも通用する新たな価値や仕組みを創造していくことを
示しています。
人口減少や少子化、高齢化が進む中で直面する様々な
課題に対し、市民等がつながりを深め、各々の強みを活
かして協働していくことは大切なことであり、さらに、
世界中とつながって、新たな価値や仕組みを創造してい
こうとする姿勢の重要性は、これからますます高まって
いくと考えられます。
したがって、第五次総合計画においても、「つながりと
創造で新しい長崎へ」をまちづくりの基本姿勢として掲
げることとします。

個性輝く世界都市

希望あふれる人間都市

めざす都市像

つながりと創造で
新しい長崎へ

まちづくりの基本姿勢
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＊	ネットワーク型コンパクトシティ長崎
人口減少が進む状況においても、それぞれの地域に
合った暮らしやすさを整えていくために、暮らしに必
要な施設がまとまって（コンパクト）確保された拠点
と周辺の生活地区が公共交通や道路、情報などで
結ばれた（ネットワーク）「まちの形」。

＊	ＩｏＴ（Internet of Things）
「モノのインターネット」と訳され、人手を介さず、
あらゆるモノがインターネットにつながり、情報のや
り取りをすること。

＊	ＡＩ（Artificial Intelligence）
人工知能。コンピューターを使って、学習・推理・
判断など人間の知能の働きを人工的に実現したも
の。

めざす2030年の姿3
「個性輝く世界都市」「希望あふれる人間都市」という都市像は、第五次総合計画の最終年度となる2030年
度においても、なお変わらずにめざす姿であり続けているでしょう。
それでは、これからの計画期間に、私たちがめざすべき到達点はどこになるのでしょうか。
私たちの価値観は多様であり、だれもが共感できる到達点を数値的に定めることは、とても困難です。
そこで、2030年の長崎市の姿として、めざすところを少しでも具体的にイメージできるよう「めざす
2030年の姿」を描いておくこととします。

◆みんなでつながって、暮らしやすさをつくり続けています
長崎のまちは、その独特の地形がつくり出した天然のコンパクトシティです。
港や山地、丘陵地に囲まれて点在する狭い平坦地に店舗やオフィスなどが集まり、その周辺に住宅地や農地
などが広がって地域が形成されていて、それぞれの地域は、歴史や伝統、豊かな自然に支えられた農業や水産
業など多様な資源に恵まれています。

各地域においては、コミュニティによるまちづくりが活発で、地域の特色を活かした取組みが、様々な団体の連携・
協力のもとで積極的に行われ、それぞれの地域に合った暮らしやすさがつくり出されています。
また、地域の活動には様々な世代の方が参加していて、近所のつながり、地域のつながりが深まっています。
こうしたつながりが土台となって、医療や介護が必要になっても住み慣れた地域で安心して暮らし続けられ
る仕組みや災害時に地域で助け合う仕組み、地域全体で子育てを応援する仕組みなど、いろいろな課題に地域
で対応できる仕組みが育ったり、新たに生まれたりしています。
もちろん、市内の各所で道路や公園、河川、斜面地などの計画的な整備が進んでいることで、まちの快適性
や防災性の面でも暮らしやすさが向上しています。

長崎市全体としての暮らしやすさをつくる取組みも進んでいます。
中心部では、100年に1度とも言える官民の投資などにより、交流、交通、産業、医療、福祉、行政など、あ

らゆる分野で都市機能が向上していて、様々な目的で県内外
からたくさんの人が訪れています。
その中心部の活力は、道路交通網、公共交通、情報ネット
ワークなどによって、周辺の市町も含めた各地域にも波及し
ていて、地域間の役割分担のもとで、普段の生活に必要な機
能は近隣に十分確保されています。
地域や企業、大学、行政など様々な主体が、それぞれの強
みを活かして役割を果たしながら、暮らしやすさをみんなで
つくり続けています。

◦��地域コミュニティ活動の定着と、地域に寄り添う行政との連携体制を確立し、地域の特色を活かした
まちづくりを進めます。
◦��地域におけるあらゆる主体のつながりを深め、各々が強みを活かして協働しながら、人口減少、少子化・高齢
化社会における様々な課題に対応できる仕組みづくりを進めます。
◦「ネットワーク型コンパクトシティ長崎＊」を形にし、安全安心で快適な暮らしづくりを進めます。
◦��周辺市町との広域連携の取組みを進めます。

Point
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＊	Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0
狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、
工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）
に続く、新たな社会を指すもので、第５期科学技術
基本計画において我が国がめざすべき未来社会の姿
として初めて提唱された。サイバー空間（仮想空間）

とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させた
システムにより、経済発展と社会的課題の解決を両
立する、人間中心の社会（Society）。ＡＩ（人工知能）
やロボットなどの技術で、世界の様々な課題の解決
をめざす。

◆産業がもたらす活力と技術の進歩を取り入れ、生活の質が高まっています
長崎のまちは、江戸幕府による鎖国の中にあっても世界に開かれ、全国から夢や希望を持った人材が集まる
遊学の地でした。そのため長崎には、様々な形で交流を広げ、新しいモノやコト、訪れる人を受け入れる素地
が受け継がれています。

産業の分野では、これまでも長崎を支えてきた産業が、社会経済情勢や価値観の変化を的確に捉えて進化を
続けています。
また、地場企業や市内に集積が進んでいる情報系企業、大学、金融機関など様々な主体が協力して、地域課
題の解決などに積極的に挑戦していく中で、新たな産業と雇用が生み出されています。
そして、このような先進的な動きは、若い世代を中心に、学びたい人や起業したい人などを長崎に引き寄せ、
世界の舞台で活躍する人材も輩出しています。

若い世代の間では、それぞれのライフスタイルに応じて住まいの選択肢が多いことや、余暇を楽しんだりチャ
レンジしたりできる場所や機会が充実していることなど、自分たちの望みが叶う、暮らしやすいまちという評
価が高まり、その評価がまた若い世代を呼び込むという好循環で人口流出に歯止めがかかっています。

まちには、子どもたちの元気な声があふれています。
未来を担う子どもたちを「まち全体で育てる」という意識が根付いていて、地域や企業なども一緒になった
取組みの成果として、安心して子どもを生み育てられる仕組みや制度が充実しています。
また、国際性を育むプログラムなど特色ある教育が展開されていたり、一流の芸術文化、学術、スポーツなど
に触れられる機会が増えたりしていることで、一人ひとりが夢や希望を持って成長しています。

暮らしの部分では、進歩したテクノロジーが広く普及し、情報、交通、医療・介護、防災、産業、流通など、
様々な分野で大きな変化がもたらされています。
これまで不足していた部分や不便であったことが解消さ
れるに止まらず、私たちの想像を超えて、より快適で便利
な暮らしが実現しています。
仕事や家事などの生産性や効率性も大きく向上してい
て、そこから生まれた経済的・時間的な豊かさが、人でな
ければできない仕事の質の向上や、更なる地域課題の解決、
芸術文化、スポーツ、レジャーを楽しむといった心の豊か
さにつながる活動の充実などにつながっています。
市民一人ひとりが、夢や生きがいを持って心身ともに健
康に暮らす、質の高い生活を送っています。

◦��既存産業の振興に加え、新たな産業を生み出す取組みを進めます。
◦��若い世代の多様な希望にかなうよう、仕事の選択肢を増やすとともに、住環境の整備や楽しみの創出
などに取り組み、若い世代に選ばれるまちづくりを進めます。 
◦��子育て支援や教育環境を、より一層充実させる取組みを進めます。
◦��ＩｏＴ＊、ＡＩ＊、ロボットなどの新技術を積極的に取り入れ、経済発展と社会的課題の解決を両立す
る人間中心の社会（Society5.0＊）の実現に向けた取組みを進めます。
◦��芸術文化・スポーツなどを振興し、子どもから高齢者まで、健康で心豊かに生活できるまちづくりを
進めます。
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＊	ＭＩＣＥ
企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修
旅行（インセンティブ旅行）（Incentive Travel）、国際
機関・団体、学会等が行う国際会議 （Convention）、
展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭
文字を使った造語で、これらのビジネスイベントの総称。

◆交流の歴史に培われた多様な魅力で人を惹きつけています
長崎のまちは、開港以来450年の間、国内外から多くの人が訪れ交流することで、新たな価値を創造しなが
ら栄えてきました。
交流の歴史に培われた多くの個性は、時間をかけても他のまちにはつくることができない、唯一無二のもの
です。

これらの個性を大切に守り、磨き上げながら、美しさと快適さを兼ね備えた景観整備などにも力を入れ、さ
らには、その独特で魅力的な都市個性を最も効果的に伝えるための情報発信によって、観光はもちろん、ＭＩ
ＣＥ＊やスポーツなどを通じて、国内外から多くの人が訪れています。
まち全体で訪問客を歓迎する長崎らしいおもてなしが充実していることや、快適に滞在できる環境が整って
いることで、「国際的な交流のまち」として世界に広く知られていて、これまでは訪れることがなかった地域
まで足を運んで長期間の滞在を楽しんだり、繰り返し訪れたりする人も増えています。

こうした交流は、新たな学びや楽しみの機会とともに、多くのビジネスチャンスをもたらしています。
まちには、市民も訪問客もいつでも楽しめる長崎ならではの食や体験があふれていたり、交流の中で生まれ
た新たなサービスが提供されていたり、様々な形で消費が喚起されていて、経済の好循環が市民生活を豊かに
しています。

◦���歴史、文化、景観、自然などの地域資源を守り、育て、創造し、都市の魅力を高める取組みを進めます。
◦���訪問客をまち全体で歓迎し、長崎らしくもてなすことができる、世界に通用する交流のまちづくりを
進めます。

Point
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＊	平和の文化
スポーツや芸術などの様々な入口を通して、多くの
人々が当事者として平和について考え、行動し、平和
の輪を広げること。

＊	�ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）
（エスディージーズ）
持続可能な開発目標。2015年9月に国連サミットで採
択された、2030年までに持続可能でよりよい世界をめ
ざす国際目標。17のゴール・169のターゲットから構成

され、地球上の「誰一人取り残さない（leave no one 
behind）」ことを誓っている。

◆平和な世界、持続可能な世界の実現に貢献しています
「核兵器廃絶」と「世界恒久平和」の実現に力を尽くし続けることは、被爆地長崎の使命です。
被爆者のいない時代が現実となりつつある中でも、世界中の都市や市民社会と連帯し、歩みを止めることは
ありません。

被爆の実相の継承や核兵器廃絶に向けた活動は、行政だけでなく、多くの団体が特色や強みを活かして、様々
な形で活発に展開されていて、被爆者の思いは、確実に、力強く未来につながれています。
そして、「平和の文化＊」は日常の中にも根付いていて、一人ひとりが平和について考え、行動しています。

日々の生活の中には、思いやりとやさしさがあふれています。
「国際的な交流のまち」として、人種、民族、国籍、性別、年齢、障害の有無、思想、宗教、性自認や性的
指向など、多様性が尊重されています。
また、貧困や飢餓、環境破壊など、世界中が抱える様々な問題に対し、企業や大学、行政、金融機関など様々
な主体が連携して「誰一人取り残さない世界」をめざした積極的な取組みが行われています。
特に、医学や環境などのいくつかの分野では、長崎市における先進的な取組みに対し、世界からの期待が高
まっています。
このように、世界の人々と連携して平和な世界、持続可能な世界の実現に貢献するまちを、市民のだれもが
誇りに思っています。

◦�被爆者のいない時代の到来に備え、被爆の実相の継承や核兵器廃絶に向けた活動を進めるとともに、「平
和の文化」を市民社会に根付かせていきます。
◦�ＳＤＧｓ＊（持続可能な開発目標）の達成に向けた取組みを通じて、地球と世界に貢献できるまちづく
りを進めます。
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めざす2030年の姿に近づくためのまちづくりの方針4
「めざす2030年の姿」に近づくための、8つのまちづくりの方針を示します。

まちづくりの方針Ａ

私たちは「独自の歴史・文化を活かし、
多様な交流と満足を生み出すまち」をめざしますA
まちづくりの方針B

私たちは「平和を愛し、平和の文化を育むまち」を
めざしますB
まちづくりの方針C

私たちは「人や企業に選ばれ、産業が進化し続けるまち」
をめざしますC
まちづくりの方針D

私たちは「環境と調和した持続可能なまち」をめざしますD
まちづくりの方針E

私たちは「だれもが安全安心で
快適に暮らし続けられるまち」をめざしますE
まちづくりの方針F

私たちは「みんなで支え合い、
だれもが健康にいきいきと暮らせるまち」をめざしますF
まちづくりの方針G

私たちは「未来を創る人を育み、だれもが学び、
楽しみ続けられるまち」をめざしますG
まちづくりの方針H

私たちは「参画と協働によるまちづくりと
確かな行政経営を進めるまち」をめざしますH

8つのまちづくりの方針
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